
003　はじめに

　

1 

9 

9 

5
年
。
こ
の
年
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
起
き
た
年
で
あ
り
、
オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
る
地
下

鉄
サ
リ
ン
事
件
の
年
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
。
1 

9 

9 

5
年
は
、
主
に
こ
の
日
本
戦

後
史
に
お
け
る
最
大
級
の
ふ
た
つ
の
事
件
を
も
っ
て
「
戦
後
史
の
転
機
と
な
っ
た
年
」
と
さ
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
こ
の
年
は
、
ふ
た
つ
の
厄
災
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
戦
後
史
の
区
切
り
と
し
て
語
ら
れ
る

こ
と
が
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
て
い
た
年
で
も
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
1 

9 

9 

5
年
は
、
日
本
の
敗
戦
か
ら

50
年
を
迎
え
た
年
で
も
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　

だ
が
自
然
災
害
で
あ
る
震
災
と
、
人
為
的
な
集
団
犯
罪
で
あ
る
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
が
重
な
っ
た
年
と

い
う
偶
然
だ
け
を
も
っ
て
し
て
、
軽
々
に
1 

9 

9 

5
年
が
戦
後
史
の
転
機
で
あ
る
と
論
評
す
る
こ
と
は
避

け
た
い
と
思
う
。
戦
後
50
年
と
い
う
数
字
上
の
区
切
り
に
も
ま
た
、
そ
れ
以
上
の
意
味
は
な
い
。

　

で
は
、
1 

9 

9 

5
年
は
何
の
転
機
で
も
な
い
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
も
ま
た
違
う
。

　

社
会
学
者
の
中
西
新
太
郎
は
、
ふ
た
つ
の
厄
災
が
あ
っ
た
1 

9 

9 

5
年
と
は
「
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
社
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会
は
続
か
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
日
本
人
に
印
象
づ
け
た
年
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
中
西
新
太
郎
編

『
1 
9 
9 

5
年
　

―
　

未
了
の
問
題
圏
』）。

　

1 
9 
8 
0
年
代
末
の
バ
ブ
ル
経
済
は
、
1 

9 

9 

1
年
初
頭
に
、
土
地
価
格
の
暴
落
と
い
う
形
で
崩
壊
し

た
。
こ
れ
は
、
単
な
る
景
気
循
環
の
波
で
は
な
く
、
以
後
の
長
い
不
況
の
始
ま
り
だ
っ
た
。
1 

9 

5 

0
年

代
末
か
ら
始
ま
っ
た
高
度
経
済
成
長
期
の
背
景
に
は
、
55
年
体
制
と
呼
ば
れ
た
安
定
し
た
政
治
体
制
が
あ

っ
た
が
、
そ
の
体
制
が
崩
壊
し
た
の
は
、
自
民
党
が
下げ

野や

し
た
1 

9 

9 

3
年
の
こ
と
だ
。

　

も
ち
ろ
ん
、
世
界
情
勢
に
目
を
向
け
れ
ば
、
1 

9 

8 

0
年
代
末
に
東
欧
諸
国
が
次
々
と
民
主
化
し
、

1 

9 

9 

1
年
に
は
つ
い
に
ソ
連
が
崩
壊
す
る
。
そ
れ
ま
で
の
世
界
を
覆
っ
て
い
た
米
ソ
両
陣
営
に
分
か
れ

て
の
東
西
冷
戦
が
終
了
し
て
い
る
と
い
う
時
代
の
分ぶ
ん

水す
い

嶺れ
い

で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
以
後
の
社
会
が
こ
れ
ま
で
通
り
に
は
続
い
て
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
を
人
々
に
予
感
さ
せ

る
に
は
十
分
な
変
化
だ
っ
た
。
だ
が
、
多
く
の
人
々
の
生
活
に
と
っ
て
、
激
変
と
呼
べ
る
よ
う
な
変
化
が

起
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
も
、
身
に
し
み
て
不
況
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は

も
っ
と
先
の
こ
と
だ
し
、
55
年
体
制
の
崩
壊
と
い
っ
て
も
、
何
か
が
そ
の
日
か
ら
変
わ
る
と
い
う
性
質
の

も
の
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。

　

た
だ
当
時
の
日
本
人
が
抱
い
て
い
た
、「
何
が
起
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
」「
こ
れ
ま
で
の
常
識
は
通

用
し
な
い
時
代
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
予
感
に
、
震
災
と
オ
ウ
ム
と
い
う
ふ
た
つ
の
厄
災
が
重
な
る
こ
と

に
よ
っ
て
「
変
動
期
の
到
来
」
と
い
う
強
い
印
象
が
突
き
つ
け
ら
れ
た
の
だ
。

　

1 

9 

9 

5
年
と
は
、
そ
れ
以
前
に
起
こ
っ
て
い
た
日
本
社
会
の
変
化
を
強
く
認
識
す
る
機
会
と
な
っ
た

転
機
の
年
な
の
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
1 

9 

9 

5
年
を
「
戦
後
史
の
転
機
と
な
っ
た
年
」
と
い
う
刷
り
込
み
か
ら
い
っ
た
ん
解
き
放

ち
、
個
別
具
体
的
に
政
治
、
経
済
、
国
際
情
勢
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
消
費
・
文
化
、
事
件
・
メ
デ
ィ
ア
と

い
っ
た
具
合
に
あ
ら
ゆ
る
側
面
か
ら
輪
切
り
に
し
て
再
検
証
し
て
み
る
と
い
う
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
。

　

1 

9 

9 

5
年
は
、
政
治
で
い
え
ば
、
村
山
富と
み

市い
ち

と
い
う
社
会
党
の
リ
ー
ダ
ー
が
首
相
を
務
め
て
い
た
時

代
だ
っ
た
。
経
済
を
見
る
と
、
円
の
戦
後
最
高
値
を
記
録
し
た
年
だ
。
た
だ
し
、
こ
の
最
高
値
は
、
2 

0 

1 

1
年
に
再
更
新
さ
れ
る
。
国
際
間
貿
易
と
い
う
視
点
で
見
る
と
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
関
）
が
設
立

さ
れ
、
そ
れ
ま
で
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
（
関
税
・
貿
易
一
般
協
定
）
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
き
た
貿
易
の
自
由
化
協
定

が
、
国
際
機
関
と
い
う
形
で
引
き
継
が
れ
た
の
が
こ
の
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
モ
ノ
を
中
心
と

し
た
取
引
の
時
代
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
や
知
的
所
有
権
が
海
を
越
え
て
流
通
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
に

突
入
し
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
1 

9 

9 

5
年
は
Ｉ
Ｔ
関
連
株
価
を
基
調
と
し
た
好
景
気
の
入
り
口
の
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時
期
で
あ
り
、
そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ
の
金
融
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
ロ
バ
ー
ト
・
ル
ー
ビ
ン
が
ク

リ
ン
ト
ン
政
権
の
財
務
長
官
に
就
任
し
た
年
で
も
あ
る
。

　

国
内
の
労
働
関
連
で
は
、
非
正
規
雇
用
が
増
え
る
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
と
ワ
ル
モ
ノ
扱
い
さ
れ
て
い

る
日
経
連
（
日
本
経
済
団
体
連
合
会
）
の
「
新
時
代
の
「
日
本
的
経
営
」

―
挑
戦
す
べ
き
方
向
と
そ
の

具
体
策
」
が
発
表
さ
れ
た
の
も
1 

9 

9 

5
年
。「
就
職
氷
河
期
」
と
い
う
言
葉
が
流
行
語
と
な
っ
た
の
は
、

前
年
の
1 

9 

9 
4
年
だ
が
、
の
ち
に
「
ロ
ス
ジ
ェ
ネ
世
代
」
と
呼
ば
れ
る
就
職
に
苦
労
し
た
年
代
の
先
頭

が
こ
の
当
時
の
就
職
世
代
に
当
た
る
。
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の
ど
真
ん
中
で
、
も
っ
と
も
人
口
の
多
い
1 

9 

7 

3
年
生
ま
れ
（
2 

0 
9
万
人
）
は
、
1 

9 

9 

5
年
に
22
歳
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
大
卒
で
浪
人
、
留

年
が
な
け
れ
ば
就
職
活
動
に
か
か
っ
て
い
る
時
期
だ
。
ち
な
み
に
、
筆
者
は
そ
の
1 

9 

7 

3
年
生
ま
れ
で

あ
る
。

　

文
化
の
面
で
見
る
と
、『
新
世
紀
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
』
が
テ
レ
ビ
放
送
さ
れ
た
年
で
も
あ
り
、『
ド
ラ

ゴ
ン
ボ
ー
ル
』
の
連
載
が
終
わ
っ
た
年
で
も
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
で
い
え
ば
、
震
災
で
被
災
し
た
神
戸
を
拠

点
に
す
る
オ
リ
ッ
ク
ス
が
市
民
の
熱
い
応
援
を
背
に
パ
・
リ
ー
グ
優
勝
を
果
た
し
、
野
茂
英ひ
で

雄お

が
海
を
渡

っ
て
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
に
行
き
、
相
撲
で
は
若
貴
兄
弟
（
若
乃
花
・
貴
乃
花
）
が
直
接
対
戦
を
果
た
し
た

年
だ
。

　

そ
し
て
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
年
を
検
証
す
る
に
あ
た
り
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
る

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
が
と
り
あ
え
ず
、
と
っ
か
か
り
の
時
点
で
目
標

と
し
て
お
き
た
い
の
は
、「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
オ
ウ
ム
事
件
以
外
の
こ
と
も
視
野
に
入
れ
た
1 

9 

9 

5
年
の
検
証
」
で
あ
る
。

　

社
会
学
者
の
鈴
木
謙
介
は
、
1 

9 

9 

5
年
に
戦
後
の
終
わ
り
、
経
済
成
長
時
代
の
終
わ
り
な
ど
「
何
か

の
終
わ
り
」
を
見
出
す
人
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
、
雇
用
崩
壊
時
代
、
ポ
ス
ト
エ
ヴ
ァ
現
象
な
ど
と

い
っ
た
具
合
に
「
何
か
の
始
ま
り
」
を
見
出
す
人
と
の
ふ
た
つ
の
人
種
が
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

転
機
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
時
代
に
始
ま
っ
た
も
の
と
は
何
か
を
見
極
め
る
作
業
で
も
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
歴
史
を
縦
で
な
く
、
横
に
読
も
う
と
い
う
試
み
は
、
吉
崎
達
彦
が
『
1 

9 

8 

5
年
』
に
て

行
っ
て
い
る
手
法
を
真ま

似ね

た
も
の
で
あ
る
。

「
歴
史
上
の
あ
る
年
を
取
り
上
げ
て
、
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
描
き
出
し

て
み
よ
う
。
縦
に
読
む
と
き
と
は
違
い
、
新
鮮
な
景
色
が
見
え
る
で
あ
ろ
う
し
、
意
外
な
発
見
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
」
と
吉
崎
は
ま
え
が
き
に
書
い
て
い
る
。
本
書
は
、
こ
れ
を
1 

9 

9 

5
年
に
お
い
て
試
み
る

と
い
う
も
の
だ
。
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こ
の
手
法
は
い
つ
か
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
そ
の
場
合
、
取
り
上
げ
る
の
で
あ
れ

ば
1 
9 

9 

5
年
以
外
な
い
だ
ろ
う
と
は
、
漠
然
と
考
え
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。
吉
崎
が
取
り
上
げ
た
1 

9 
8 
5
年
は
、
プ
ラ
ザ
合
意
の
年
で
あ
り
、
バ
ー
ス
・
掛か
け

布ふ

・
岡
田
が
3
連
続
バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
本
塁
打

を
打
ち
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
が
優
勝
し
た
年
で
あ
り
、
日
航
機
墜
落
事
故
が
あ
り
、
つ
く
ば
科
学
万
博
が

開
催
さ
れ
た
年
だ
っ
た
。
歴
史
と
し
て
切
り
出
す
に
は
、
お
も
し
ろ
い
年
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
し
、

切
り
出
す
側
（
書
き
手
）
の
手
腕
も
見
事
だ
っ
た
。

　

1 

9 

9 

5
年
は
扱
い
方
次
第
で
は
、
1 

9 

8 

5
年
以
上
に
興
味
深
い
年
に
な
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
を
切
り
取
る
書
き
手
の
手
腕
次
第
と
い
う
こ
と
だ
。
吉
崎
は
、
ま
え
が
き
に

こ
う
書
い
て
い
る
。「
最
悪
で
も
、
い
さ
さ
か
の
懐
古
趣
味
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
る
だ
ろ
う
」。
本

書
は
、
こ
の
姿
勢
に
倣な
ら

お
う
と
思
う
。
最
低
限
、
懐
古
趣
味
を
満
足
さ
せ
る
も
の
に
で
き
る
の
で
は
と
。

は
じ
め
に　
　

003

第
　

1
　

章
　

政
治
　

―
　

ポ
ス
ト
55
年
体
制
の
誕
生
　
　
013

村
山
総
理
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
世
界
に
ご
あ
い
さ
つ
／「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
の
普
及
段
階
は
？
／
新
聞
も
放
送
局

も
広
告
会
社
も
つ
ぶ
れ
る
／
ポ
ス
ト
55
年
体
制
の
誕
生
／
政
局
の
キ
ー
マ
ン
で
あ
り
続
け
る
小
沢
一
郎
／
小
選
挙
区
制

の
導
入
と
派
閥
政
治
の
終
わ
り
／
し
よ
う
が
な
い
、
器
で
な
い
首
相
の
誕
生
／
村
山
時
代
の
社
会
党
の
分
裂
騒
動
／
迫

ら
れ
る
社
会
党
と
自
民
党
の
変
化
／
無
党
派
旋
風
　

―
　

青
島
幸
男
、
横
山
ノ
ッ
ク
が
知
事
当
選
／
青
島
都
知
事
誕
生
と

都
市
博
の
中
止
／
あ
の
政
治
家
の
1
9
9
5
年

第
　

2
　

章
　

経
済
　

―
　

失
わ
れ
た
20
年
の
始
ま
り
　
　
041

経
済
白
書
が
示
す
1 

9 

9 

5
年
の
問
題
／
大
失
業
時
代
の
始
ま
り
／
大
問
題
に
発
展
し
た
二
信
組
事
件
／
金
融
崩
壊
と

住
専
問
題
／
不
況
時
の
円
高
と
市
場
開
放
／
ア
ジ
ア
の
台
頭
と
村
山
談
話
の
つ
な
が
り
／
自
由
化
の
生
ん
だ
「
焼
酎
vs

ス
コ
ッ
チ
競
争
」／
蒸
留
酒
戦
争
に
勝
っ
た
の
は
ど
っ
ち
だ
／
米
の
自
由
化
と
輸
入
米
の
登
場
／
ビ
ー
ル
系
飲
料
の
出



イ
ジ
ャ
ッ
ク
と
不
倫
恋
愛
と
移
動
体
通
信
の
技
術
／
1‌

9‌

9‌

5
年
に
ジ
ョ
ブ
ズ
は
何
を
し
て
い
た
か
／『
ト
イ
・
ス
ト

ー
リ
ー
』
の
大
ヒ
ッ
ト
／
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
企
業
再
編
の
時
代

第
　

5
　

章
　

消
費
・
文
化
　

―
　

オ
カ
ル
ト
と
自
己
喪
失
の
世
界
　
　
123

プ
リ
ク
ラ
登
場
と
女
性
向
け
商
品
の
ヒ
ッ
ト
／
ス
ト
リ
ー
ト
の
文
化
と
エ
ア
マ
ッ
ク
ス
狩
り
／
サ
イ
コ
サ
ス
ペ
ン
ス
か

ら
バ
イ
オ
ホ
ラ
ー
ブ
ー
ム
へ
／
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
シ
ン
キ
ン
グ
の
日
本
版
の
普
及
／『
新
世
紀
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
』
が

初
放
送
／「
が
ん
ば
っ
て
も
、
意
味
が
な
い
」
と
い
う
世
界
観
／『
週
刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
』
の
最
盛
期
／
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン

政
権
奪
取
の
年
／
大
型
Ｃ
Ｄ
シ
ョ
ッ
プ
と
通
信
カ
ラ
オ
ケ
の
登
場
／
ド
リ
カ
ム
と
ド
ラ
イ
ブ
デ
ー
ト
の
時
代
／
日
用
品

で
あ
る
ク
ル
マ
を
描
く
ド
リ
カ
ム
／
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
社
会
的
責
任
と
ミ
ス
チ
ル
／
時
代
が
追
い
か
け
て
く
る
／
ノ

ー
ギ
ミ
ッ
ク
の
ノ
ベ
ル
テ
ィ
ソ
ン
グ
の
時
代
／
ア
イ
ド
ル
不
在
の
時
代
／
レ
コ
ー
ド
街
だ
っ
た
時
代
の
渋
谷
と
渋
谷
系

／
王
子
様
だ
っ
た
小
沢
健
二
／
ス
キ
ャ
ッ
ト
マ
ン
に
マ
ラ
イ
ア
、
そ
し
て
ビ
ー
ト
ル
ズ
が
新
譜
／
突
然
降
っ
て
わ
い
た

天
才
イ
チ
ロ
ー
／「
が
ん
ば
ろ
う
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
」
神
戸
オ
リ
ッ
ク
ス
の
優
勝
／
野
茂
が
メ
ジ
ャ
ー
で
活
躍
／
伊
達
、
松
岡

の
活
躍
と
若
貴
時
代
の
頂
点
／
総
合
格
闘
技
の
前
夜
と
ジ
ョ
ー
ダ
ン
復
帰
、
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯

第
　

6
　

章
　

事
件
・メ
ディ
ア
　

―
　

大
震
災
と
オ
ウ
ム
事
件
の
あ
い
だ
　
　
169

戦
後
最
大
、
未
曾
有
の
大
震
災
／
機
能
し
な
か
っ
た
危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
／
被
害
者
の
過
半
数
が
高
齢
者
／
ボ
ラ
ン
テ

荷
数
と
20
歳
人
口
の
ピ
ー
ク
／
ビ
ー
ル
会
社
の
競
争
時
代
と
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
の
成
人
／
低
価
格
競
争
の
時
代
／
人
口
推

計
で
見
る
1‌

9‌

9‌

5
年
と
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
苦
戦
／
若
者
の
意
識
の
変
化
と
木
村
拓
哉
の
時
代
／
ト
ヨ
タ
、
日
産
そ

れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
の
1‌

9‌

9‌

5
年

第
　

3
　

章
　

国
際
情
勢
　

―
　

紛
争
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
　
　
075

イ
ス
ラ
エ
ル
・
ラ
ビ
ン
首
相
の
暗
殺
／
オ
ス
ロ
合
意
と
ク
リ
ン
ト
ン
の
外
交
の
是
非
／
ニ
ュ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
　

―
　

Ｉ
Ｔ

株
で
沸
い
た
ア
メ
リ
カ
経
済
／
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
と
フ
ラ
ン
ス
の
暴
動
／「
ク
ー
ル
ブ
リ
タ
ニ
ア
」
と
サ
ッ
チ
ャ
ー
の

改
革
／
ユ
ー
ゴ
紛
争
、
そ
し
て
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
時
代
／
ユ
ナ
ボ
マ
ー
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
消
費
産
業
批
判

第
　

4
　

章
　
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
　

―
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
へ
の
転
換
　
　
091

家
電
の
街
か
ら
パ
ソ
コ
ン
の
街
へ
／
そ
の
後
の
秋
葉
原
の
転
機
／
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
95
の
発
売
は
事
件
で
は
な
か
っ
た
／

秋
葉
原
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
祭
り
の
現
場
／
ア
ッ
プ
ル
史
上
も
っ
と
も
落
ち
目
の
年
／
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
に
も
見
え
て
い

な
か
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
／
発
展
し
な
か
っ
た
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
テ
レ
ビ
／
小
室
哲
哉
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

戦
略
を
語
る
／
次
世
代
ゲ
ー
ム
機
戦
争
／
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
勝
利
／
携
帯
電
話
の
普
及
と
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
登
場
／
ハ



ィ
ア
元
年
と
田
中
康
夫
の
変
化
／
日
常
と
非
日
常
が
隣
り
合
わ
せ
の
被
災
地
／
震
災
か
ら
1
カ
月
を
経
た
新
聞
・
メ
デ

ィ
ア
／
テ
ロ
は
あ
る
朝
突
然
に
／
毒
物
は
サ
リ
ン
、
オ
ウ
ム
真
理
教
が
捜
査
線
上
に
／
日
本
社
会
vs
オ
ウ
ム
の
全
面

戦
争
／
社
会
の
中
枢
に
ま
で
潜
入
す
る
オ
ウ
ム
信
者
／
近
づ
く
Ｘ
デ
ー
／
麻
原
逮
捕
と
報
復
の
懸
念
／
小
林
よ
し
の
り
、

宅
八
郎
の
『
Ｓ
Ｐ
Ａ
！
』
誌
上
オ
ウ
ム
代
理
戦
争
／
そ
の
後
の
オ
ウ
ム
事
件
／
1‌

9‌

9‌

5
年
、
誰
も
が
オ
ウ
ム
に
夢
中

に
な
っ
た

あ
と
が
き　
　

207

年
表
　

―
　

１
９
９
５
年
の
主
な
出
来
事　
　

215

参
考
文
献　
　

219
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